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研究成果の概要（和文）： 
 咀嚼に伴い脳内では何が起こっているのかを非侵襲的脳機能画像(fMRI)を用いて解析した。咀嚼

に関連する顎の運動機能として、歯のかみ合わせ、咀嚼運動、嚥下（のみこみ）を、感覚機能として味

覚を選び、形態および機能データの取得および解析を行った。各機能における脳活動を詳しく分離

するために、各実験毎に新たな解析システム開発を行い、咀嚼に伴う脳活動について一連の研究成

果を国内外の学術集会で発表した。 

	 

研究成果の概要（英文）： 
	 We analyzed the brain activations by masticatory functions using functional MRI. The occlusion, 

masticatory movement, swallowing were selected as movement function and the taste was employed as 

sensory function. The new analyzing system was developed for every experiment to perform precise 

analysis. The results about brain activation areas were presented in the international and domestic 

conferences. 
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１．研究開始当初の背景 

私たちの日々の咀嚼に伴い脳内では何が起こっ

ているのか？を科学的に解明する画像診断法と

して、非侵襲的脳機能画像functional MRI (以後

fMRI)がある。 fMRI は脳局所の賦活に伴う脳血

流の変動(BOLD 反応)に基づき、ある課題を行

う時ヒトの脳がどのように活動するかを可視化す

る。 
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 fMRI による口腔と脳との関連は、いくつか解明

されていたが、咀嚼系全体の脳賦活領域は観察

できても、咀嚼系を司る各機能 (歯のかみ合わ

せ、咀嚼運動、嚥下、感覚等)毎の分離は困難で

あった。よって各機能による領域の重なりや個人

差の解明も難しかった。かつ単純な課題を与え

それに反応する脳機能を解析しただけでは、咀

嚼系のダイナミックな顎機能との相互作用がわか

り得なかった。 

 

２．研究の目的 

ヒトの咀嚼機能と脳機能の関連をダイナミックに

解析するシステムを開発する。ならびにヒトの咀

嚼系の各機能毎による脳賦活領域を分離し,さら

に時系列変化を明確にすることである。 

 

３．研究の方法 

脳障害、顎機能、心理学的に既往のない成人

健常者（20-40 歳）を対象に各研究を行った。研

究協力者にはいずれも書面で研究への同意を

得た。咀嚼機能に関する顎運動、顎関節、咀嚼

筋、咬合に関する三次元データを解析した。 

一方では、刺激（タスク）とコントロールを交互に

何度も被験者に提示しながらＭＲＩにて解剖画

像ならびに脳機能画像を取得、データ解析を行

い、刺激時に有意な脳活動を統計学的に検出

した。これらを統合し関連付け、咀嚼機能時の

脳活動について検討した。 

 

４．研究成果 

顎口腔形態、咀嚼機能、fMRI による脳機能の

関連を解析する新しい実験システムを作成したこ

とによりヒトの咀嚼系の咀嚼系を司る各機能 (歯

のかみ合わせ、咀嚼運動、嚥下、感覚等)毎の分

離や時系列変化を明らかにすることができた。 
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